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TRP (transient receptor potential) チャンネルは陽イオンチャンネルであり、大きなスーパーファミリー

を形成し、少なくとも 9 つのサブファミリーに分かれています。これらのサブファミリーは活性化機

構や機能によって分類されています。 
TRPV4 (TRP vanilloid 4) は、低浸透圧で活性化される浸透圧感受性受容体として発見され、その後の

研究から、約 30 度の暖かい領域で活性化される温度感受性を持つことが明らかとなりました。TRPV4 
は感覚神経、視床下部、皮膚、腎臓、肺、内耳といった様々な組織で発現しており、浸透圧刺激、機

械刺激による痛みや炎症性の痛みの伝達に重要な役割を果たしています。 
TRPV4 はカルシウム流入チャンネルとして機能し、多くの物理的刺激 (細胞の膨張、熱、機械刺激) 

や内在性カンナビノイド、アラキドン酸代謝物、4α-ホルボールエステルといった化合物によって活性

化されるほか、機械刺激による痛覚過敏やタキソールによる疼痛に関与していることも報告されてい

ます。発現する組織や刺激応答の多様性から、TRPV4 は多くの生理的役割を持っていることが予想さ

れます。また、TRPV4 欠損マウスによる研究でも、浸透圧刺激、機械刺激、温度刺激の調節に重要な

役割を果たすことが示唆されています。 
浸透圧感受性、機械刺激、炎症反応、温度刺激などのメカニズム解明に本抗体をご使用下さい。 
 

 
容量 25µg （100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース (安定化タンパク質), 0.1% Proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて低温保存されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 マウス TRPV4 の部分ペプチド (3-17 アミノ酸残基) を免疫したウサギの抗血清よ
り、ペプチドアフィニティカラムにて精製。 

使用濃度 ウェスタンブロッティング： 0.25 µg/ml 
 

 
 
 
 
 

 
 

研究用試薬

温度感受性 TRP チャネル 

抗マウス TRPV4 ポリクローナル抗体 
 

ウェスタンブロッティング 
Lane 1: choroid plexus* (Wild type mouse) 
Lane 2: choroid plexus (TRPV4 knockout mouse) 
Lane 3: rat TRPV4 overexpressed in HEK293 cells 
*choroid plexus: 脈絡叢 
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